
令和７年第２回取手市議会定例会議事日程（第１号） 

 

令和７年６月６日（金）午前１０時開議 

 

  日 程 第 １ 会議録署名議員の指名
 日 程 第 ２ 会期の決定
 日 程 第 ３ 諸般の報告
 日 程 第 ４ 承認第　２号 取手市税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認に

ついて
 承認第　３号 取手市都市計画税条例の一部を改正する条例の専決処分

の承認について
 承認第　４号 取手市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決

処分の承認について
 日 程 第 ５ 議案第２８号 取手市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例について
 議案第２９号 取手市税条例の一部を改正する条例について
 日 程 第 ６ 議案第３０号 取手市立白山小学校長寿命化改良工事（第４期）請負契約

の締結について
 議案第３１号 取手市立永山中学校改修工事請負契約の締結について
 議案第３２号 旧取手第一中学校体育館耐震補強・大規模改修工事請負契

約の締結について
 議案第３３号 学習者用タブレットパソコン等の取得について
 議案第３４号 蒸気回転釜の取得について
 日 程 第 ７ 議案第３５号 災害対応特殊救急自動車の取得について
 議案第３６号 消防ポンプ自動車の取得について
 議案第３７号 消防団ポンプ自動車の取得について
 日 程 第 ８ 議案第３８号 令和７年度取手市一般会計補正予算（第２号）
 日 程 第 ９ 議案第３９号 令和７年度取手市一般会計補正予算（第３号）
 日程第 10 報告第　１号 令和６年度取手市一般会計予算の繰越明許費に係る繰越

計算書について
 報告第　２号 令和６年度取手市一般会計予算の事故繰越しに係る繰越

計算書について
 報告第　３号 令和６年度取手市取手駅西口都市整備事業特別会計予算

の繰越明許費に係る繰越計算書について



 日程第 11 報告第　４号 令和６年度公益財団法人取手市文化事業団決算報告書並

びに令和７年度公益財団法人取手市文化事業団事業計画

について
 報告第　５号 ２０２４年度公益財団法人取手市健康福祉医療事業団決

算報告書並びに２０２５年度公益財団法人取手市健康福

祉医療事業団事業計画について
 報告第　６号 令和６年度一般財団法人取手市農業公社決算報告書並び

に令和７年度一般財団法人取手市農業公社事業計画につ

いて
 日程第 12 請願第１０号 取手駅東西自由通路（橋上通路）の早期整備を求める請願
 日程第 13 市政に関する一般質問 

①入江　洋一　議員 

②染谷　和博　議員 

③長塚　美雪　議員



地方自治法第１２１条により令和７年第２回定例会への出席を求めた者及び委任を受けた説明員 
 
１．出席を求めた者 

 取 手 市 長 中 村 　 修

 取 手 市 教 育 委 員 会 教 育 長 石 塚 康 英

 取 手 市 農 業 委 員 会 会 長 海 老 原 丈 夫

 
 ２．委任を受けた説明員
 副 市 長 伊 藤 　 哲

 副 市 長 黒 澤 伸 行

 総 務 部 長 
選 挙 管 理 委 員 会 書 記 長

□ 田 文 彦

 政 策 推 進 部 長 齋 藤 嘉 彦

 財 政 部 長 田 中 英 樹

 健 康 福 祉 部 長 彦 坂 　 哲

 こ ど も 部 長 助 川 直 美

 ま ち づ く り 振 興 部 長 森 川 和 典

 建 設 部 長 渡 来 真 一

 都 市 整 備 部 長 浅 野 和 生

 会 計 管 理 者 
会 計 課 長 事 務 取 扱

斉 藤 理 昭

 総 務 部 次 長 
安 全 安 心 対 策 課 長 事 務 取 扱

立 野 啓 司

 総 務 部 次 長 
人 事 課 長 事 務 取 扱

軽 部 幸 雄

 政 策 推 進 部 次 長 
文 化 芸 術 課 長 事 務 取 扱

飯 山 貴 与 子

 財 政 部 次 長 
公 共 施 設 整 備 課 長 事 務 取 扱

原 部 英 樹

 財 政 部 次 長 
課 税 課 長 事 務 取 扱

三 浦 雄 司

 健 康 福 祉 部 次 長 
国 保 年 金 課 長 事 務 取 扱

直 井 　 徹

 健 康 福 祉 部 次 長 
保 健 セ ン タ ー 長 事 務 取 扱

関 口 勝 己

 こ ど も 部 次 長 
こ ど も 政 策 課 長 事 務 取 扱

佐 藤 睦 子

 ま ち づ く り 振 興 部 次 長 
産 業 振 興 課 長 事 務 取 扱

海 老 原 輝 夫

 ま ち づ く り 振 興 部 次 長 
環 境 対 策 課 長 事 務 取 扱

木 村 太 一

 建 設 部 次 長 
水 と み ど り の 課 長 事 務 取 扱

蛯 原 一 雄

 都 市 整 備 部 次 長 
中 心 市 街 地 整 備 課 長 事 務 取 扱

中 村 有 幸

 都 市 整 備 部 次 長 
区 画 整 理 課 長 事 務 取 扱

稲 葉 克 彦

  
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 

 
 総 務 部 総 務 課 長 

選挙管理委員会書記長補佐
土 谷 靖 孝

 情 報 管 理 課 長 岩 﨑 弘 宜

 市 民 協 働 課 長 大 隅 正 勝

 市 民 課 長 安 田 徹 也

 取 手 支 所 長 染 谷 和 之

 藤 代 総 合 窓 口 課 長 田 村 牧 子

 総 務 課 副 参 事 
選挙管理委員会主任書記

蛭 田 　 暁

 総 務 課 副 参 事 風 間 聡 宏

 人 事 課 副 参 事 山 下 　 拓

 情 報 管 理 課 
デ ジ タ ル 化 推 進 室 長

松 﨑 昌 也

 政 策 推 進 部 政 策 推 進 課 長 髙 中 　 誠

 秘 書 課 長 印 藤 智 徳

 魅 力 と り で 発 信 課 長 数 藤 弘 人

 政 策 推 進 課 副 参 事 篠 原 慎 吾

 魅力とりで発信課副参事 星 　 芳 宏

 文 化 芸 術 課 副 参 事 矢 部 晃 一 朗

 財 政 部 財 政 課 長 谷 池 公 治

 管 財 課 長 丸 山 　 博

 納 税 課 長 塚 本 豊 康

 公共施設整備課副参事 蛯 原 正 人

 課 税 課 副 参 事 海 老 原 祐 子

 健 康 福 祉 部 社 会 福 祉 課 長 根 本 真 人

 高 齢 福 祉 課 長 井 橋 久 美 子

 障 害 福 祉 課 長 鈴 木 哲 也

 健 康 づ く り 推 進 課 長 海 老 原 　 充

 健康づくり推進課副参事 櫻 井 裕 久

 国 保 年 金 課 副 参 事 吉 住 三 世 子

 保 健 セ ン タ ー 副 参 事 渡 辺 良 江

 こ ど も 部 保 育 課 長 山 田 英 紀

 こ ど も 相 談 課 長 樋 口 康 代

 保 育 課 副 参 事 飯 塚 千 絵 子

 ま ち づ く り 
振 興 部

農 政 課 長 染 谷 　 久

 火 葬 場 組 合 事 務 局 
担 当 課 長

牧 野 孝 浩

 産 業 振 興 課 副 参 事 岡 田 　 崇

 環 境 対 策 課 
環 境 政 策 室 長

吉 田 卓 也

 建 設 部 管 理 課 長 山 田 哲 也

 道 路 建 設 課 長 星 加 英 利

 排 水 対 策 課 長 飯 塚 　 稔

 管 理 課 副 参 事 倉 持 哲 也

 水とみどりの課副参事 仁 杉 繁 隆

 都 市 整 備 部 都 市 計 画 課 長 中 村 大 地

 建 築 指 導 課 長 田 中 健 士

 都 市 計 画 課 
都 市 政 策 推 進 室 長

中 野 潤 一

  取 手 市 選 挙 管 理 委 員 会 委 員 長 河 口 優 子

 取 手 市 代 表 監 査 委 員 石　橋　大　輔

 取 手 地 方 公 平 委 員 会 委 員 長 大　峰　芳　樹



 
 教 育 委 員 会 教 育 部 長 飯 竹 永 昌

 教 育 参 事 鈴 木 邦 弘

 教 育 次 長 
保健給食課長事務取扱

松 崎 　 剛

 教 育 次 長 
図 書 館 課 長 事 務 取 扱

香 取 美 弥

 教 育 総 務 課 長 澤 部 　 慶

 学 務 課 長 石 橋 陽 一

 指 導 課 長 丸 山 信 彦

 指 導 課 長 
教育総合支援センター長

仲 田 敦 夫

 生 涯 学 習 課 長 秋 山 和 也

 子 ど も 青 少 年 課 長 長 塚 逸 人

 ス ポ ー ツ 振 興 課 長 稲 村 忠 弘

 生 涯 学 習 課 
埋蔵文化財センター長

吉 田 　 宏

 スポーツ振興課副参事 野 口 勝 彦

 ふ じ し ろ 図 書 館 長 若 泉 裕 子

 農 業 委 員 会 事 務 局 長 浜 野 彰 久

 取 手 市 監 査 委 員 事 務 局 長 
取 手 地 方 公 平 委 員 会 事 務 局 長

鈴 木 正 美

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 消 防 本 部 消 防 長 岡 田 直 紀

 次 長 
総 務 課 長 事 務 取 扱

仲 村 　 厚

 予 防 課 長 満 　 健 一

 警 防 課 長 新 倉 正 勝

 取 手 消 防 署 長 稲 葉 　 敦

 戸 頭 消 防 署 長 吉 田 大 祐

 吉 田 消 防 署 長 竹 宗 良 太

 椚 木 消 防 署 長 大 越 　 勇

 警 防 課 副 参 事 下 山 利 昭

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



日次 期　日 曜日 会議 時　刻 議　　　事

1 6月6日 金 本会議 午前10時

開会、議案上程　
一部議案質疑・討論・採決
請願上程・説明・質疑・付託
一般質問（入江・染谷・長塚議員）

2 6月7日 土 休会

3 6月8日 日 休会

4 6月9日 月 本会議 午前10時
一般質問（岡口・古谷・鈴木・久保田・小堤
・山野井議員）

5 6月10日 火 本会議 午前10時 一般質問（石井・金澤・加増・遠山・落合議員）

6 6月11日 水 本会議 午前10時
一般質問（根岸・細谷・本田・杉山・佐野
・岩澤議員）

7 6月12日 木 本会議 午前10時 議案質疑・付託

8 6月13日 金 委員会 午前10時 総務文教常任委員会

9 6月14日 土 休会

10 6月15日 日 休会

11 6月16日 月 委員会 午前10時 福祉厚生常任委員会

12 6月17日 火 委員会 午前10時 建設経済常任委員会

13 6月18日 水 委員会 午前10時 議会運営委員会

14 6月19日 木 本会議 午前10時 委員長報告・質疑・討論・採決、閉会

令和７年第２回取手市議会定例会会期日程



会派名簿 

 

Ｒ７．３．３１現在 

 

・創和会（１０名） 

　◎金澤　克仁 

　　赤羽　直一・佐藤　隆治・岩澤　　信・小堤　　修 

鈴木　三男・海東　一弘・杉山　尊宣・岡口すみえ 

長塚　美雪 

 

・みらい・維新・国民の会（４名） 

◎関川　　翔 

入江　洋一・山野井　隆・石井めぐみ 

 

・公明党（４名） 

◎染谷　和博 

落合信太郎・久保田真澄・古谷　貴子 

 

・日本共産党（３名） 

◎加増　充子 

遠山智恵子・本田　和成  

 

・無会派クラブ（２名） 

◎根岸裕美子 

佐野　太一 

 

【無会派議員】 

　　細谷　典男 



取手市議会組織図 

令和７年４月１日現在 

議長：　岩澤　信　　　副議長：　石井めぐみ 議員任期　令和6年2月15日～令和10年2月14日 

※ ◎は委員長、○は副委員長を表す。 

 

 
議会運営委員会 

（８人）

総務文教常任委員会 

（８人）

福祉厚生常任委員会 

（８人）

建設経済常任委員会 

（８人）

一般会計予算・決算審査 

特別委員会 

（１０人）
 ◎赤　羽　直　一 

〇落　合　信太郎 

　佐　野　太　一 

　小　堤　　　修 

　金　澤　克　仁 

　佐　藤　隆　治 

　入　江　洋　一 

　遠　山　智恵子

◎鈴　木　三　男 

○長　塚　美　雪 

  本　田　和　成  

　岡　口　すみえ 

　佐　野　太　一 

　関　川　　　翔 

　小　堤　　　修 

　落　合　信太郎

◎久保田　真　澄 

○杉　山　尊　宣 

　古　谷　貴　子 

　根　岸　裕美子 

　岩　澤　　　信 

　金　澤　克　仁 

　山野井　　　隆 

　遠　山　智恵子

◎海　東　一　弘 

○染　谷　和　博 

　石　井　めぐみ 

　細　谷　典　男 

　佐　藤　隆　治 

　入　江　洋　一 

　赤　羽　直　一 

　加　増　充　子

◎佐　藤　隆　治 

○山野井　　　隆 

  長　塚　美　雪 

　岡　口　すみえ 

  古　谷　貴　子 

  海　東　一　弘 

  根　岸　裕美子 

  久保田　真　澄 

  関　川　　　翔 

  遠　山　智恵子

 常総地方広域市

町村圏事務組合

議会議員（３人）

茨城県南水道企

業団議会議員

（４人）

龍ケ崎地方衛生

組合議会議員

（４人）

取手地方広域下

水道組合議会議

員（７人）

利根川水系県南

水防事務組合議

会議員（５人）

取手市外２市火

葬場組合議会議

員（３人）

茨城県後期高齢

者医療広域連合

議会議員（１人）

取手市 

監査委員

 関川　　翔 

細谷　典男 

赤羽　直一 

根岸裕美子 

石井めぐみ 

染谷　和博 

佐藤　隆治

岡口すみえ 

杉山　尊宣 

久保田真澄 

加増　充子

佐野　太一 

海東　一弘 

小堤　　修 

落合信太郎 

金澤　克仁 

山野井　隆 

入江　洋一

古谷　貴子 

鈴木　三男 

関川　　翔 

赤羽　直一 

遠山智恵子

岩澤　　信 

石井めぐみ 

海東　一弘

岩澤　　信 金澤　克仁



令和７年６月２日　 

　取手市議会議長　殿 

 

取手市議会議員　　加増　充子　　　 

 

一部事務組合議会の報告 

 

 

　龍ケ崎地方衛生組合議会について、議員として下記のとおり出席しましたので、その概要につい

て報告いたします。 

 

記 

 

１　会議開催日・会議等名称　　令和７年５月20日　　全員協議会 

　　　　　　　　　　　　　　　令和７年５月30日　　臨時会 

　　　　　　　　　　　　　　　令和７年５月30日　　全員協議会 

 

２　内容  下記のとおり 

 

　５月20日の全員協議会では、任期満了に伴う議員選出監査委員の選任について協議し、組合議会

として本市の杉山尊宣議員を次の監査委員に推薦することとなったほか、事務局から臨時会提出議

案等の説明がありました。 

 

　５月30日の組合議会臨時会では、３件の議案が提出されました。 

（１）議案第１号「龍ケ崎地方衛生組合監査委員の選任について」は、杉山尊宣議員を監査委員に

選任するもので、全会一致で同意されました。 

（２）議案第２号「龍ケ崎地方衛生組合特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例等の一部を

改正する条例について」は、国家公務員の旅費制度改正に伴い、宿泊費がこれまでの定額制か

ら宿泊地に応じた基準額の範囲内で実費相当額の支給となるなど、組合の旅費制度を改正する

ものです。本案につきましては、全会一致で可決されました。 

（３）議案第３号「龍ケ崎地方衛生組合議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改

正する条例について」は、牛久市の黒木のぶ子議員、ほか２名により提出された議案で、議員

の公務のための旅行に係る費用弁償の額を、国家公務員と同一水準とするなどの改正を行うも

のです。本案については、全会一致で可決されました。 

 

　また、臨時会終了後に全員協議会を行い、事務局から今年度の議会行政視察研修についての説明

がありました。



取市発第７６号

令和７年６月４日

取手市議会議長

岩 澤 信 殿

取手市長 中 村 修

地方自治法第１８０条第１項の規定に基づく専決処分について（報告）

地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき、議会の議決により指定された市長の

専決処分事項として下記のとおり専決処分しましたので、同条第２項の規定により報

告します。

記

専決処分第 ９号 損害賠償の額を定め和解することについて

専決処分第１６号 損害賠償の額を定め和解することについて

（事故後の対応）当該案件の当事者である市職員に対しては、安全運転管理者及び所

属長から、余裕を持った運転を心がけ、安全運転により一層努めるよう

指導しました。

専決処分第１０号 損害賠償の額を定め和解することについて

専決処分第１４号 損害賠償の額を定め和解することについて

（再発防止策）各市立学校の校長及び職員に対して、学校で徴収した金員の管理体

制の見直し及び徹底に努めるよう指導しました。

専決処分第１５号 損害賠償の額を定め和解することについて



専決処分第９号

専 決 処 分 書

損害賠償の額を定め和解することについて、地方自治法第１８０条第１項の規

定に基づき、議会の議決により指定された市長の専決処分事項として、次のとお

り専決処分する。

令和７年３月２４日

取手市長 中 村 修

損害賠償の額を定め和解することについて

地方自治法第９６条第１項第１２号及び第１３号の規定により、自動車事故に

よる損害について、次のとおり賠償し、和解するものとする。

１ 相手方 （住所）○○○○○○○○○○

（氏名）○○○○○

２ 事故の概要

令和７年１月３０日午前９時２５分頃、取手市役所敷地内において、市職員が

駐車場に公用車を駐車しようとしていたところ、付近に駐車していた相手方が所

有する車両に接触し、当該車両を損傷したものである。

３ 損害賠償額 １３６，０４０円（過失割合 市１００：相手方０）



専決処分第１０号

専 決 処 分 書

損害賠償の額を定め和解することについて、地方自治法第１８０条第１項の規

定に基づき、議会の議決により指定された市長の専決処分事項として、次のとお

り専決処分する。

令和７年３月３１日

取手市長 中 村 修

損害賠償の額を定め和解することについて

地方自治法第９６条第１項第１２号及び第１３号の規定により、学校徴収金の

返還の遅延による損害について、次のとおり賠償し、和解するものとする。

１ 相手方 別紙のとおり

２ 損害の概要

取手市立戸頭小学校に在籍する児童の保護者等である相手方から学校徴収金を

過大に徴収し、その返還を遅延したことにより、相手方に損害を与えたものであ

る。

３ 損害賠償額 ８０，２５４円（過失割合 市１００：相手方０）



別紙

相手方住所 相手方氏名 損害賠償額（円）

○○○○○○〇○○〇 ○○○○○ ９，１８２

○○○○○○〇○○〇 ○○○○○ ８６６

○○○○○○〇○○〇 ○○○○○ ２，６７７

○○○○○○〇○○〇 ○○○○○ ８，１６８

○○○○○○〇○○〇 ○○○○○ １，２９３

○○○○○○〇○○〇 ○○○○○ ３７，３０５

○○○○○○〇○○〇 ○○○○○ ３，０２５

○○○○○○〇○○〇 ○○○○○ ９，７８２

○○○○○○〇○○〇 ○○○○○ ５，４９８

○○○○○○〇○○〇 ○○○○○ １，０２９

○○○○○○〇○○〇 ○○○○○ １，４２９

合 計 ８０，２５４円



専決処分第１４号

専 決 処 分 書

損害賠償の額を定め和解することについて、地方自治法第１８０条第１項の規

定に基づき、議会の議決により指定された市長の専決処分事項として、次のとお

り専決処分する。

令和７年５月３０日

取手市長 中 村 修

損害賠償の額を定め和解することについて

地方自治法第９６条第１項第１２号及び第１３号の規定により、学校徴収金の

返還の遅延による損害について、次のとおり賠償し、和解するものとする。

１ 相手方 別紙のとおり

２ 損害の概要

取手市立戸頭小学校に在籍する児童の保護者である相手方から学校徴収金を過

大に徴収し、その返還を遅延したことにより、相手方に損害を与えたものである。

３ 損害賠償額 ８０，１４３円（過失割合 市１００：相手方０）



別紙

相手方住所 相手方氏名 損害賠償額（円）

○○○○○○〇○○〇 ○○○○○ ６９７

○○○○○○〇○○〇 ○○○○○ ８，５１１

○○○○○○〇○○〇 ○○○○○ １６，６８６

○○○○○○〇○○〇 ○○○○○ ６，１９０

○○○○○○〇○○〇 ○○○○○ ４，４０２

○○○○○○〇○○〇 ○○○○○ １，４９４

○○○○○○〇○○〇 ○○○○○ ４，０２５

○○○○○○〇○○〇 ○○○○○ ７２５

○○○○○○〇○○〇 ○○○○○ １，３１１

○○○○○○〇○○〇 ○○○○○ ２８，８２５

○○○○○○〇○○〇 ○○○○○ ７，２７７

合 計 ８０，１４３



専決処分第１５号

専 決 処 分 書

損害賠償の額を定め和解することについて、地方自治法第１８０条第１項の規

定に基づき、議会の議決により指定された市長の専決処分事項として、次のとお

り専決処分する。

令和７年５月３０日

取手市長 中 村 修

損害賠償の額を定め和解することについて

地方自治法第９６条第１項第１２号及び第１３号の規定により、自動車事故に

よる損害について、次のとおり賠償し、和解するものとする。

１ 相手方 （住所）○○○○○○○○○○

（氏名）○○○○○

２ 事故の概要

令和７年２月１７日午前９時５分頃、取手市白山５丁目地先の市道において、

市職員の運転する公用車が停車中の相手方所有の車両に接触し、当該車両を損傷

したものである。

３ 損害賠償額 ２５，４５４円（過失割合 市１００：相手方０）



４ 特記事項

本専決処分に係る案件については、令和７年３月１７日付け専決処分第８号に

おいて既に専決処分を行ったものであるが、納車手数料分の差額が生じたことに

伴い、損害賠償額を変更するものである。

なお、変更前及び変更後の損害賠償額は、次の表のとおりである。

このため、改めて専決処分を行うものである。

変更前 損害賠償額 ２７，１０４円（過失割合 市１００：相手方０）

変更後 損害賠償額 ２５，４５４円（過失割合 市１００：相手方０）



専決処分第１６号

専 決 処 分 書

損害賠償の額を定め和解することについて、地方自治法第１８０条第１項の規

定に基づき、議会の議決により指定された市長の専決処分事項として、次のとお

り専決処分する。

令和７年６月３日

取手市長 中 村 修

損害賠償の額を定め和解することについて

地方自治法第９６条第１項第１２号及び第１３号の規定により、自動車事故に

よる損害について、次のとおり賠償し、和解するものとする。

１ 相手方 （住所）○○○○○○○○○○

（氏名）○○○○○

２ 事故の概要

令和６年１２月４日午前１０時頃、取手市上高井５９７番地地先の県道におい

て、相手方所有の車両が右折した際に市職員の運転する公用車に接触し、当該車

両を損傷したものである。

３ 損害賠償額 ４９，４３４円（過失割合 市１０：相手方９０）



４ 特記事項

本件専決処分においては、相手方が市から委託しているコミュニティバスを運

行中の事故であったことを鑑み、上記の損害賠償額にかかわらず、市と相手方双

方がそれぞれ自己の所有する車両について、それぞれ自己の負担で修繕すること

の和解を行うものである。



 

請 願 文 書 表 

 

令和７年第２回定例会 

 

  

 受付 

番号

受 付 

月 日
件 名

請 願 者 

（紹介議員）

付　託 

委員会
 10 5/30 取手駅東西自由通路（橋上通

路）の早期整備を求める請願

取手市新町１-８-５ 

結城　繁　ほか 29 人 

（佐野　太一）

建設経済



 

取手駅東西自由通路（橋上通路）の早期整備を求める請願 

 

紹介議員　　佐野　太一 

 

・請願趣旨 

　ＪＲ取手駅における東西自由通路（橋上通路）の早期整備を強く求めます。 

　現在、取手駅には東西をつなぐ地下通路が存在しています。 

　しかし地形的にすり鉢の底に駅がある形状でしかも西口改札と東口改札が構造的に離れ

ているために駅利用者にとって東西地域間の円滑な移動や交流を阻害しています。 

　また、橋上自由通路が整備されていないのは、常磐線主要駅の中でも取手駅だけであり、

県南地域の交通拠点として著しく利便性を欠いている状態です。 

　現在、取手駅西口において区画整理として駅前広場や交通環境の整備が進められてきまし

た。さらにこの再整備を実効性のあるものとし、駅周辺の一体的な活性化を図るためにも、

東西を直結する橋上自由通路の整備は不可欠です。 

　西口と東口の分断を解消し、駅周辺の回遊性と利便性を向上させることで、地域の交流や

経済活動の促進にも大きく寄与するものと考えます。 

　つきましては、以下の事項について請願いたします。 

 

・請願事項 

１　ＪＲ取手駅において、東西を安全かつバリアフリーで行き来できる橋上自由通路を

早期に整備すること。 

２　橋上自由通路の整備に関し、国・県・ＪＲ東日本との協議を推進し、早期に具体的

な計画を示すこと。 

３　取手市として、駅西口整備との連携を図りながら、自由通路の整備に必要な財政的

支援や整備計画への参画を積極的に進めること。 

 

　以上、地方自治法第124条の規定により請願いたします。 

　令和７年５月３０日 

 

請願者代表　　　　　　　　　　　　　 

住所　取手市新町１-８-５ 

氏名　結城　繁　ほか29人 

 

取手市議会議長　殿

 請願 第１０号

 受付 令 和 ７ 年 ５ 月 ３ ０ 日



一般質問発言順序決定表

令和７年第２回定例会

一般質問１日目

６月６日（金）

議案上程後予定

一般質問２日目

６月９日（月）

１０時開議予定

一般質問３日目

６月１０日（火）

１０時開議予定

一般質問４日目

６月１１日（水）

１０時開議予定

質問

順位
質 問 者

質問

順位
質 問 者

質問

順位
質 問 者

質問

順位
質 問 者

１ 入江 １ 岡口 １ 石井 １ 根岸

２ 染谷 ２ 古谷 ２ 金澤 ２ 細谷

３ 長塚 ３ 鈴木 ３ 加増 ３ 本田

４ 久保田 ４ 遠山 ４ 杉山

５ 小堤 ５ 落合 ５ 佐野

６ 山野井 ６ 岩澤



１

一般質問発言通告事項一覧表

６月６日（金） 令和７年第２回定例会

質問

順位
質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨

答 弁 を

求める者

１ 入江洋一

議 員

ごみ分別の周知（ご

みカレンダー）につ

いて

１ ごみ分別の周知方法

２ ごみ分別におけるごみカレンダーの役割

３ ごみカレンダー配達における管理体制等

４ 今後の改善策

市 長

２ 染谷和博

議 員

医療用ウィッグ（か

つら）の補助につい

て

１ がん治療を受けている方のウィッグ（かつ

ら）の購入やレンタル費用の補助

市 長

給食センターの活用

について

１ 学校に通えない子どもたちに給食で社会と

のつながりを届ける

教 育 長

子ども図書館につい

て

１ 取手駅西口Ａ街区に予定されている図書館

への子ども図書館の設置

２ まちじゅう図書館

市 長

教 育 長

高校１年生の自転車

の「謎」について

１ 高校１年生に自転車事故が多発しているの

は小中学校での自転車教育に問題があるので

はないか

市 長

教 育 長

３ 長塚美雪

議 員

地域経済の活性化に

ついて

１ 地域内消費促進の取組

２ 地域内経済循環と地域活性を促す地域通貨

の導入

市 長

市民ニーズに沿った

公園整備について

１ 「取手市こども計画」「第三期取手市子ど

も・子育て支援事業計画」策定におけるアンケ

ート結果をどう捉えているか

２ 今後の整備方針

３ にぎわいを創出する公園に向けて

市 長



２

６月９日（月） 令和７年第２回定例会

質問

順位
質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨

答 弁 を

求める者

４ 岡口すみえ

議 員

部活動地域移行につ

いて

１ 部活動地域移行

（１）文化部

２ 指導者の確保状況

３ 部活動に係る費用負担

教 育 長

防犯、交通安全につ

いて

１ 防犯対策の強化

（１）現在の防犯対策の実施状況と課題

（２）防犯カメラ

（３）地域住民との協働による防犯意識の取組

２ 自転車における交通安全対策

（１）自転車用ヘルメットの着用の現状

（２）ヘルメット着用促進のための市の施策

（３）今後の課題

市 長

高齢化への対応につ

いて

１ 高齢化社会の現状

（１）市の対応、支援策

（２）今後の課題

２ 認知症予防

（１）認知症予防策についての現状

（２）今後の課題

市 長

５ 古谷貴子

議 員

「ぼくは風船爆弾」

の映画の上映推進に

ついて

１ 戦後80年の取組として、戦後を体験して

いない世代、特に中学生に映画の上映の推進

を

教 育 長

不燃ごみの削減及び

回収について

１ 不燃ごみの分別とごみを減らす取組

２ プラスチックごみの回収日程の増加

３ スーパー等での回収状況

４ 不燃ごみを減らすための市民の意識向上

への呼びかけ

市 長



３

６ 鈴木三男

議 員

木造住宅耐震化につ

いて

１ 令和５年度及び令和６年度の無料耐震診

断した件数と耐震設計及び耐震改修工事に

補助金を支給した件数

２ 耐震診断の「上部構造評点」の結果を踏ま

えて、どのように判断して補助金を支給する

のか

３ 木造住宅耐震化事業に対しての周知方法

は

４ 予算化した以上に申請があった場合の対

応は

５ 防災ベッド、耐震シェルター設置に対し

て補助金を検討する考えはないか

市 長

地方債(市債)につい

て

１ 令和７年度の地方債(市債)残高について、

どのように分析しているか

２ 緊急防災・減災事業債

（１）起債手続

（２）どのような事業に充当したか

（３）利率、償還期限、償還方法

３ 臨時財政対策債

（１）本市では、これまで臨時財政対策債を満

額発行していたのか

（２）臨時財政対策債の償還は、どのような方

法で交付税措置されるのか

（３）国は、臨時財政対策債を将来返してくれ

ると言っているが、本当に返してもらって

いるのか

市 長

７ 久保田真澄

議 員

女性の就労やキャリ

アアップの支援につ

いて

１ 母子家庭の就労支援

２ 女性の専門職資格取得等支援事業補助金

の導入

市 長

５歳児健診の実施に

ついて

１ 発達障がいの早期発見・早期支援に向けて

市の取組

２ ５歳児健診の実施を

市 長

終活支援について １ 身寄りのない高齢者への対応

（１）葬儀・納骨・遺品の整理など

２ 終活支援事業の導入

市 長



４

８ 小堤 修

議 員

安全安心対策の推進

について

１ 市役所庁舎の防火管理

２ 消防団の課題

３ 多種多様化する犯罪への対応

４ 防災教育

５ 防災に特化した部署の創設

市 長

教 育 長

児童数の減少傾向に

ついて

１ 今行うこと（考えること）

２ 将来に向けて考えること

教 育 長

こどもまんなか社会

の実現に向けた「取

手市こども計画」の

実効性について

１ 目指す未来の方向性

２ 検討と取組

市 長

９ 山野井 隆

議 員

市制施行55周年に

ついて

１ 周年行事の意義は何か

２ 予定されている事業

市 長

取手駅東口のバリア

フリーについて

１ 東口の利便性向上を求める声は大きい。こ

れまでの経緯

２ バリアフリーを含めた自由通路計画

市 長

学校運営協議会委員

について

１ 活動内容を伺う

２ 委員の選定方法

３ 期待される効果を明確にするべきと考え

る

教 育 長



５

６月１０日（火） 令和７年第２回定例会

質問

順位
質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨

答 弁 を

求める者

１０ 石井めぐみ

議 員

快適な生活を支え

る公共インフラ整

備について

１ 次世代への積極投資

２ 生活道路の整備

３ 雨水排水対策

４ 公園遊具のグレードアップ

市 長

健康づくりの推進

と医療・福祉の提供

について

１ フレイル・介護予防のための施策

２ 働き盛り世代のがん対策

３ 市民の健康づくりのための活動への支援

４ 地域包括ケアの推進

市 長

社会保険料を引き

下げるための地方

自治体の役割につ

いて

１ 市民の社会保険料に対する現状の認識と市

の対応

２ 市独自の負担軽減策・可処分所得向上策

３ 国の制度改正を踏まえた準備と連携

市 長

１１ 金澤克仁

議 員

教育行政について １ 中学校における進路指導

（１）進路指導の考え方

（２）体制

（３）現状と課題

（４）今後に向けて

教 育 長

小中学校体育館空

調設置について

１ 整備状況

２ 断熱化工事の検討

３ 財源の確保

市 長

教 育 長

ごみ処理について １ 常総環境センター火災後の現状

（１）ごみの外部搬出

２ リチウムイオンバッテリーの回収状況

３ 常総環境センターの今後の見通し

市 長



６

１２ 加増充子

議 員

西口開発について １ 区画整理事業終結にあたって

（１）Ａ街区再開発前提のペデストリアンデッ

キ延伸は、再開発停止・見直しで行き場を

失った、それへの反省は

２ 再開発と再開発不参加区域を含むＡ街区

の整備

（１）Ａ街区の土地利用計画と複合公共施設整

備方針が地権者の分断を招いたのではな

いのか

（２）再開発ありきで推進した図書館等複合公

共施設整備方針は撤回すること

（３）市は、公共の福祉に基づく都市計画、地

権者と市民の民主的合意による駅前づく

りに努め、魅力ある駅前を

市 長

教 育 長

国保税と基金につ

いて

１ 国保税の均等割ゼロ・所得割引き下げを

２ 速やかな国保基金活用（一般会計への繰入

れ）で後期高齢者支援を

市 長

保育行政について １ 公立保育所保育士の正規化を求める

２ 第五次保育所整備計画

市 長



７

１３ 遠山智恵子

議 員

水害から住民を守

る双葉地域の内水

防除対策促進につ

いて

１ 浸水被害から２年。当時、日本共産党塩川

衆院議員が現地訪問した後、市の要望（県へ

の要望書）に沿って、国会で取り上げ「市か

ら要望が上がってくれば、農水省と国交省で

連携し、応えていく」と答弁されている。

今後の取組、見通しを伺う（新川第一・第二

排水機場吐出能力のアップ、内水排除のため

の排水路及び国直轄の排水機場の新設、田ん

ぼダム、雨水調整池等）

市 長

新川・新堀（二千間

堤防下）埋立問題に

ついて

１ 県の「埋立許可」が取消しになった新川地

域について、現状に至る経緯を伺う

２ 地域住民の諸課題をどのように受け止め、

解決策を考えているのか

３ 現地で起きている問題を問う（雨水対策、

エメラルドグリーン色の溜水、新堀の上に

山、等）

市 長

小貝川管内の樋管

管理について

１ 時代も進み「遠隔操作」できるようになっ

ている。検討を求める

市 長

介護現場の実態把

握と介護体制拡

充・利用者負担軽減

について

１ 介護保険制度改定されて１年経過したが、

全国で問題視されている。当市としては、ケ

アマネ不足と受け止めて、解決策の一つとし

て、免許更新補助を提案してきたが、その件

について伺う

２ 介護労働者の処遇改善と利用者負担軽減

を求める

市 長

１４ 落合信太郎

議 員

校内サポートルー

ムについて

１ 進捗状況

２ 課題である支援員の確保

教 育 長

朝の小１の壁につ

いて

１ 認識について

２ 他市の事例とファミリー・サポート・セン

ターの啓発

市 長

教 育 長

コミバスの利用促

進について

１ モバイル定期券の導入

２ 巡回バスとの連携

３ バス停

市 長



８

６月１１日（水） 令和７年第２回定例会

質問

順位
質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨

答 弁 を

求める者

１５ 根岸裕美子

議 員

小中学校において個

人情報が適正に扱わ

れるための現状把握

と改善策の提案につ

いて

１ 卒業アルバム情報漏洩疑惑等に関連して

今後の対応

２ 小中学校における個人情報の取扱いの現

状は

３ 登校班編成方法に係る個人情報の取扱い

についての課題

４ 教職員、保護者への個人情報取扱いに関す

る注意喚起、意識の向上

教 育 長

お産に対してポジテ

ィブになれるよう、

妊娠期のサポートを

強化することについ

て

１ お産に対する意識の現状と課題

２ 妊娠期の不安や悩みの相談の場、体験の場

の提供

３ 子育てアプリＴｏｒｉＣｏ（トリコ）の活

用

市 長

取手市一般廃棄物処

理基本計画の進捗状

況と具体的なごみ削

減施策について

１ 一般廃棄物処理基本計画の進捗状況

２ 可燃ごみ削減の具体策

３ 容器プラスチックリサイクル率向上の具

体策

４ ごみ削減意識向上のための具体策

市 長

教 育 長



９

１６ 細谷典男

議 員

プラスチック資源循

環法と新しい分別収

集について

１ 法の意義と目的

２ 常総広域の新しい分別と法の関連

３ 資源循環と廃棄物の排出抑制―新しい分

別収集で一層の資源化とごみ減量化は図れ

るか

市 長

県営公園芸大緑地と

市の関わりについて

１ 利用状況

２ 芸大緑地の管理

３ 市として２つの公園活用を図る新たな構

想はあるのか

市 長

庁内業務とＡＩ活用

について
１ ＡＩ活用の現状

２ ＡＩ活用の意義

３ 生成ＡＩのファクトチェックをどのよう

に行うのか ハルシネーション対策

４ 生成ＡＩの可能性と未来、シンギュラリテ

ィはいつ訪れるのか、庁内業務に及ぼす影響

５ ブロードリスニングの拡大

市 長

生成ＡＩ学習につい

て
１ 学校現場における生成ＡＩ利活用の現状

２ 生成ＡＩを活用した児童生徒の学びの課

題

３ 生成ＡＩ学習における教師の役割

教 育 長

１７ 本田和成

議 員

排水対策について １ 雨水排水対策

（１）市管理部分の雨水管の点検と対策

市 長

住み続けられる魅力

あるまちづくりにつ

いて

１ 取手市のブランドとは

２ 誰もが住み続けられる街に

（１）移住から定住に

①公営住宅での借上げなどの進捗

②家賃補助制度の創設

③住宅の専門部課の創設

（２）政策パッケージによる見える化で住み続

けられる街へ

３ 市の産品へのブランディング

（１）名産・特産品へ市独自の認証制度

４ 農業でのブランディング

（１）農業に対する市の姿勢

（２）農産品に付加価値を

（３）有機米への取組

市 長



１０

１８ 杉山尊宣

議 員

商工業の振興発展に

ついて

１ これまでの取組と今後の課題

２ 産業振興戦略プランの進捗

３ 特産品・名産品の開発、掘り起こし

４ とりで本舗の役割・課題

５ アンテナショップの新設

市 長

戸籍の振り仮名に係

る市の取組状況につ

いて

１ 制度改正の概要

２ 市民へのメリット

３ 今後のスケジュール・周知方法

４ 注意点

市 長

１９ 佐野太一

議 員

アートのまち取手に

おける小中学校の現

状について

１ アートのまち取手だからこそできるアー

ト、美術教育

２ アートに関連した部活動

３ アートに関連した部活動の地域移行

市 長

教 育 長

取手駅周辺のまちづ

くりについて

１ 西口再開発事業における事業不参加の地

権者との今後

２ 取手駅周辺のにぎわい創出

３ 取手駅東西自由通路

市 長

取手の稲作を守り持

続可能な農業を実現

することについて

１ 米価高騰の現状と影響を踏まえ市として

どのように捉え、どのように対策していくか

２ 農業の共同化、協働化

３ ふるさと納税のお米の返礼品

市 長

２０ 岩澤 信

議 員

消防団について １ 活動状況

２ 操法大会

３ 減少傾向にある団員の確保

市 長

取手市のさらなる地

域活性化について

１ 交流人口の拡大策

２ 新たなイベント広場の整備

市 長


